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ACCUプログラム

環境パッケージ教材「プラネット3」制作ワークショップ報告 

ゴミ処理問題：コミュニティ主導の行動を促す教材づくり 

ACCUはCentre for Environment Education (CEE)との共催で、ゴミ処理問題を扱った環境教育教材プラネット※３の制作ワークショップを、2003年8月26日から30日までインドのアーメダバード市で開催した。ワークショップには、バングラデシュ、カンボジア、インドネシア、ラオス、ネパール、フィリピン、タイの各国から2名ずつの環境教育と学校外教育の実務者、日本からは1名の環境教育の専門家が参加した。 

プラネット３のコミュニティレベルでの活用に向けて 
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　今回のワークショップは、二つの目的のために行われた。 

　一つ目は、現在制作中のアニメーションビデオ、小冊子、ポスター、そしてファシリテーター(教師)用ハンドブックのドラフト（試作）を、実際にアジアで環境教育に携わっている人たちに見てもらい、果たして各国のゴミ問題の状況を解決するのに適したものかを検証してもらうこと。 

　参加者は日ごろ関わっている活動に基づいて、様々な視点から、現在のドラフトについて率直かつ、発展的なコメントをしてくれた。上記４点からなるパッケージ教材はこれらのコメントをもとに、2004年春完成する。 

　二つ目は、制作の過程から、各国の実務担当者に関わってもらうことで、各国でのより実際的な普及、活用の戦略を考えていくこと。というのも、今までのプラネット教材は、楽しく分かりやすい教材としての評価は高く、多くの言語版が制作された。にもかかわらず、そうした教材が、村レベルまで普及し、継続的に有効利用されるまでには残念ながら至っていない。ACCUで完成された制作物をただ翻訳・普及するだけでなく、各国の学校教育及び学校外教育にどう活用していくか、また普及に伴い、コミュニティレベルでの実質的な活動をリードする人材をどう育成していくか、など多角的で長期的なビジョンを各国の担当者が持つことが必要となってくる。 

　そこで、ワークショップでは国ごとのチームで、プラネット３の普及･活用のためのアクションプランを作成した。従来の国レベルから普及を始めるトップダウン型だけでなく、実務担当者ならではの斬新かつ実行可能なプランが多く出された。例えば、特定の地域でのパイロットプロジェクトから始めるボトムアップ型(フィリピン)や、州がイニシアチブを取って、環境教育のファシリテーター育成のプログラムを教材の普及と同時に行うネットワーク型(インドネシア)などで、これらは今後他の国でも活用できると思われる。 
ガンジーの思想と「国連持続可能な開発のための教育の10年」 
　ワークショップが開催されたアーメダバードは、非暴力主義の実践者である、マハトマ･ガンジーがその主要な活動を行った土地でもある。彼は、イギリスの近代機械による綿布の大量生産が始まった時代に、「自らの手で糸を紡ぎ、機を織ろう」、「簡素で自給自足的な、かつ人々が協調しあえる生活に戻ろう」と訴えた。大量生産は、大量廃棄を伴う。近代化はまた競争社会とそれに伴う貧困をも作り出してきた。彼の投げかけた問いは現在に生きる私たちにも投げかけられている。ゴミの問題は、もうこれ以上持続できない、また続けてはいけないこうした消費パターンや貧困問題を抜きには語れない問題なのだ。 

　2005年から「国連持続可能な開発のための教育の10年」が始まる。持続可能な開発を考える上での課題は、環境問題、消費社会、貧困撲滅など多岐にわたる。教育はそれを達成していく上で必要不可欠な要素であるとされる。 

　「Think Globally, Act Locally」(地球的視野で考えよう、そして身近なことから行動を起こそう)－ゴミ問題を扱うプラネット3をこの10年の世界的な動きにどう貢献させることができるか、今後の大きな課題である。 
文：大橋　知穂（教育協力課主任） 

＊プラネット(PLANET：Package Learning Materials on Environment)はポスター、ビデオ、小冊子等からなる環境に関するマルチメディア教材。アジア太平洋地域の深刻な環境問題に対応するため、ACCUがアジア太平洋各国と協力して1998年から制作を始めた。 
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